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 生体磁気計測手法として知られる脳磁図(Magne toencepha logram：M E G) や
心磁図(Magne toca rd iogram：MCG) は，脳内のニューロンや心筋細胞の電気生
理学的な興奮によって発生する磁場を体表面において測定する手法である．計
測手段としては，超高感度磁気センサである SQUID(Superconduc t ing  Q u a n t u m  
In te r fe rence  Div ice：超電導量子干渉素子) 磁束計を用いた多チャンネル計測シ
ステムが開発・使用されている．M E G，M C Gは人体への侵襲的な影響のない安
全性の極めて高い測定法であり，従来の脳波や心電図と同様に優れた時間分解
能を有している．そして，M E Gは感覚刺激に対して誘発される一次感覚応答や









筆 者 は 以 上 の よ う な 背 景 の も と ， 医療分野における生体磁気計測の適
用範囲を広げることを目的として，生体磁気信号のノイズ除去法，複数信号源
推定法，広がりのある信号源の解析法の開発を目指して研究を行ってきた．本
論文はその成 果 を ま と め た も の で あ り ， ６ 章 か ら 構 成 さ れ る ． 以 下 ，
各 章 毎 に 概 要 を 述 べ ， 評 価 を 加 え る ．  
 


























推定法の開発と，それを視覚・聴覚同時刺激 M E Gに適用した成果について述べ
ている．複数信号源の逆問題推定では，推定パラメータ数が増加することで生
じやすくなる局所解の取り扱いと計算時間の低減が課題となる．ここでは，短
時間の計算で大域的探索性に優れる遺伝的アルゴリズム (Gene t i c  Algor i thm：  
GA)と確率的探索法により局所解への収束を防ぐシミュレーテッド・アニーリ









































21例に対して開発手法を適用した結果， sens i t iv i ty  (感度 )  83%， spec i f i c i t y (特
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